
肝魂成果爾剰研究成果惰報 農産 １１ 稲 土壌肥料

新技術・情報名 水田における下層土からの窒素
供給量の評価

分類 ②

１．成果の内容

ｌ）技術､Ｌ情報の内容及び特徴

作土下に不織布を敷設し、下層土への水稲根の侵入を阻止する方法

により、水田下層土から稲体に供給される地力窒素量を明らかにした。

（１）下層土からの地力窒素供給量は、幼穂形成期までがｌＯａ当たり約０．６

ｋｇ，穏揃期までが０．７～０．８ｋｇである。

（２）地力窒素供･給量は年次間で異なるが、土壌全体（作土および下層土）

から供給される地力窒素量の約１割が下層土からの供給量と推定でき

る。

２）技術、情報の適用効果

水田土壌の窒素肥沃度の評価に役立つ。

3）適用範囲
0

西南暖地の中粗粒灰色低地土水田。

4）成果の利活用・普及指導上の留意点

下層土からの地力窒素供給は、各年における根の伸長量の相違や下層

の肥沃度等によって異なると考えられるため、年次間差や土壌間差につ

いて、さらに検討する必要がある。
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２．具体的データ

け１ＩＲＩ形成鋤

注）①処理：作土下に不織布を埋設。
②処理区、対照区とも窒素肥料無施用。

虚要&悪

壷独Ａ振
一

）

表２稲体窒素濃度、吸収量及び下層土からの地力窒素供給量
（平成元年、２年の平均）

窒素濃度（％）

区名一払畿-座塑豊豊爵
窒素吸収量（ｋｇ／ｌＯａ）

幼種形成期穂揃期

下層土からの地力
窒素供給量（ｋｇ／ｌＯａ）
幼穂形成期穂揃期

処理

:対照

1．５００．９０１．０４４．８９７．４８

１．６００．９４１．２０５．４６８．２１

0．５７ 0．７３

注）下層土から供給される窒素量＝（対照区の窒素吸収量）－（処理区の窒
素吸収量）
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図１作土及び下層土からの土壌窒素の供給
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